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・容器包装プラスチック等資源ごみ分別方法変更について、令和２年４月からの本格実施に向けて取り組みました。（地域説明会、モデル地
域での試行実施、試行状況の調査、市内ごみステーションの排出状況調査、分別変更に関する啓発等）
・ごみの分別・資源化の啓発を継続的に実施しました。
・市内在住の外国人に対するごみの分別勉強会の実施及びごみステーションでの指導をしました。
・ごみの適正排出促進のため、ごみ分別アプリ「さんあーる」の配信及び市広報掲載のごみカレンダーの印刷、配布しました。
・外国人対応として、多文化共生センターと連携し、新たな言語を追加した外国語版ごみ日程表の作成、配布しました。（英語、中国語、ス
ペイン語、ポルトガル語、タイ語、ベトナム語、フィリピン語）
・使用済インクカートリッジを市役所で拠点回収によるリユースを実施しました。
・認定事業者との連携協定を締結し、パソコンを含む使用済小型家電回収のネット回収サービスを実施し、リユースを促進しました。
・市職員から不要になった子ども服を集め、かがやき等で来館者へ無料配布することによるリユースの実施をしました。
・食品ロス削減に向け、飲食店での「完食！二十面相出没店」募集を実施しました。（登録店舗数：5店舗）
・小学校等に出向いての環境学習を実施しました。
・不法投棄等監視パトロールや不法投棄や不適正排出防止の実施を行いました。（不法投棄家電4品目回収台数:30台)
・チッパー車（出動日数：75日）や剪定用小型破砕機の利用促進PRを実施しました。 （小型破砕機貸出実績:52件)
・地域と連携しながら、不適正排出防止への取組を実施しました。
・「名張クリーン大作戦」等の環境美化行動を実施しました。

97.0

３．施策指標（目標）の達成状況

進捗率
基準値
（H29)

４．成果や施策指標の状況を踏まえた課題や現状の分析

・分別変更に伴い、不適正排出やごみステーションの容量超過、鳥獣害などが懸念されます。
・地域説明会や電話での問い合わせで、指定ごみ袋価格引き下げの要望が多く寄せられています。
・外国人が住む共同住宅などでは、ごみの不適正排出のケースが増加しています。
・ごみステーションへの不適正排出や不法投棄が依然として発生しています。

-

20.0%

５．分析結果を踏まえた施策の取組内容（令和２年度以降）

732.4

○ 資源循環型社会を構築するため、市民、事業者、行政が一体となって、ごみの減量化や資源化を積極的に進めることにより、ごみゼロ社
会を目指します。

733.0

目標 -

成果 734.0

95.4

２．令和元年度の取組内容及びその成果

一人一日あたりのごみ排出量　（ｇ）

94.9

- -

0.0%

-目標

成果

施策指標（目標）の内容　（単位）

ごみの減量・分別・資源化を実施している市民の割合　（％）
-

96.2

-

施策評価管理シート

施　　策

2

2

基本施策

政　　策 2施
策
体
系 循環型社会

環境負荷の少ない社会の創造

地域環境部

部局長名

宮崎　正秀

美しい自然に包まれ　快適に暮らせるまち

担当部局（室）名

１．施策の基本方針（目指す将来像）

2021
(R3)

- - - 729.0

2018
(H30)

2019
(R1)

・更なるごみの減量化・資源化をはじめ、容器包装プラスチック等資源ごみ分別方法変更及び７月から本格実施されるレジ袋有料化に伴い、
脱プラスチックを目指すため、ごみ分別アプリ「さんあーる」や市広報、ホームページ、出前トーク等を活用し、４Ｒ（リフューズ「断
る」・リデュース「発生抑制」・リユース「再利用」・リサイクル「再生利用」）の啓発・推進に取り組みます。
・ごみ分別変更後の排出状況や鳥獣害を確認するため、市内ごみステーションの巡回を実施します。
・指定ごみ袋の価格引き下げについては、伊賀南部環境衛生組合と協議し、変更後の排出量及び指定袋の販売実績等、今後の状況を踏まえた
上で判断していきます。
・ごみの分け方出し方ガイドブックを新たに作成し、配布します。
・外国語版ごみ収集日程表の配布や、外国人に対するごみ分別勉強会を実施します。
・不適正排出及び不法投棄については、環境レンジャーの活用とともに、地域とアイデアを出し合って解決を図っていきます。

2020
(R2)

2022
(R4)
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担当室事業名

1086

1090

【参考】施策を構成する主な事務事業 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※R2予算額は、R2.6月補正時の予算額

Ｒ２
予算額

うち
一般財源

Ｒ１決算
見込額

うち
一般財源

事業費（単位：千円）事務事
業シー
トNO

3,345,697総務室 1,734,106 1,734,106伊賀南部環境衛生組合一般会計 1,817,079

5,181 506

3,351 1,676 3,651 1,826

5,127 524

1492

7011

10,834 5,829

不法投棄対策事業 環境対策室

エシカル消費に関する消費者教育推進事業 市民相談室

ごみゼロ・リサイクル推進事業 環境対策室 12,922 4,796

1,825,240合計 1,755,506 1,741,102 3,365,363



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

2

2

2

地方債

5,005

一般財源 5,8294,796

8,126 5,005

0 5,829

①+②総事業費 21,901千円

②概算人件費

0千円

0千円

23,539千円

10,617千円 0千円 11,067千円

0千円 21,901千円 21,901千円

11,067千円 11,067千円

R.1繰越分 R.2現年分

10,834千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等 0.18人

1.37人 1.43人

0.18人

担当部局名 担当室名 室長名 清掃費 （小事業名）

  環境と共生する資源循環型社会を目指し、ごみの発生抑制、減量化、資源化の促進に向けた啓発
等を実施することにより、ごみゼロ社会を構築します。

施 策

重点プロジェクト

地域環境部 環境対策室 海野　隆広 ごみ対策費 ごみゼロ・リサイクル推進事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画

一般廃棄物処理計画、第三次な
ばり快適環境プラン

美しい自然に包まれ快適に暮らせるまち

環境負荷の少ない社会の創造

循環型社会

事務事業名 ごみゼロ・リサイクル推進事業
会計区分 事業コード 271501
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

衛生費 ごみゼロ・リサイクル推進事業

1086(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 1086

R.4年度(計画予算)

1.43人

0.18人

・ごみの減量化・資源化に向けた４Ｒの啓発実施
・紙おむつ専用ごみ袋の購入
・不法投棄物等回収袋ごみ袋の作成、配布
・草木類のリサイクル事業の委託

・ごみの減量化・資源化の啓発
・ごみ分別アプリ「さんあ～る」啓
発
・食品ロス削減啓発
・紙おむつ専用ごみ袋購入・配布
・草木類資源化委託
　など

R.5年度(事業計画)

0.18人

1.43人

5,829

5,005

10,834千円

R.4年度(事業計画)

・ごみの減量化・資源化の啓発
・ごみ分別アプリ「さんあ～る」啓
発
・食品ロス削減啓発
・紙おむつ専用ごみ袋購入・配布
・草木類資源化委託
　など

・ごみの減量化・資源化の啓発
・ごみ分別アプリ「さんあ～る」啓発
・食品ロス削減啓発
・紙おむつ専用ごみ袋購入・配布
・草木類資源化委託
　など

R.3年度(事業計画)

10,834千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

21,901千円

11,067千円

0.18人

1.43人

5,829

5,005

10,834千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

・容器包装プラスチック等資源ごみ分別方法
の変更
・一般廃棄物処理計画策定
・３Rﾎﾟｽﾀｰ応募報償　25千円
・食品ロス削減啓発（完食！二十面相出没店
登録店舗数5店舗）
・紙おむつ専用ごみ袋購入・配布（20 
250,000枚）5,500千円
・草木類資源化委託（ｼﾙﾊﾞｰ人材センター委
託）3,077千円
・剪定枝粉砕処理車修繕406千円（実績 93
件）
・剪定枝粉砕機購入 32千円（貸出件数 52件）
など

・ごみの減量化・資源化の啓発
・新ごみ分別ガイドブック作成・配布
・ごみ分別アプリ「さんあ～る」啓発
・食品ロス削減啓発
・紙おむつ専用ごみ袋購入・配布
・草木類資源化委託
　など

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

12,922千円

R.1現年分



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

2

2

2

地方債

899

一般財源 5,181524

3,704

910

3,765

0 506

①+②総事業費 13,923千円

②概算人件費

0千円

0千円

13,869千円

8,742千円 0千円 8,742千円

0千円 13,923千円 13,923千円

8,742千円 8,742千円

R.1繰越分 R.2現年分

5,181千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等 0.18人

1.12人 1.12人

0.18人

担当部局名 担当室名 室長名 清掃費 （小事業名）

　不法投棄の監視パトロールと撤去体制を整備することにより、ごみゼロ社会の構築をめざします。施 策

重点プロジェクト

地域環境部 環境対策室 海野　隆広 ごみ対策費 不法投棄対策事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画

一般廃棄物処理計画、第三次な
ばり快適環境プラン

美しい自然に包まれ快適に暮らせるまち

環境負荷の少ない社会の創造

循環型社会

事務事業名 不法投棄対策事業
会計区分 事業コード 272001
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

衛生費 不法投棄対策事業

1090(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 1090

R.4年度(計画予算)

1.12人

0.18人

・不法投棄の監視パトロールを通年で行い、不法投棄物の早期発見、早期撤去を行うことにより、不
法投棄ができない環境づくりをめざします。
・家電4品目など法律でその処理方法が定められたものについて、適正に処理を行います。
・クリーン大作戦による不法投棄ごみ回収

・環境レンジャー委託
・不法投棄物処理手数料
・消耗品

R.5年度(事業計画)

0.18人

1.12人

5,181

5,181千円

R.4年度(事業計画)

・環境レンジャー委託
・不法投棄物処理手数料
・消耗品

・環境レンジャー委託
・不法投棄物処理手数料
・消耗品

R.3年度(事業計画)

5,181千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

13,923千円

8,742千円

0.18人

1.12人

5,181

5,181千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

・環境レンジャー委託 3,559千円
（ごみ撤去と監視パトロール）
・不法投棄物等回収専用ごみ袋作製・配布
・不法投棄物処理手数料　58千円（伊賀南部
環境衛生組合施設での処理困難な不法投棄
回収物を民間事業者等で処理）
・消耗品費　594千円（ダミーカメラ、不法投棄
防止看板等購入）

・環境レンジャー委託
・不法投棄物処理手数料
・消耗品

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

5,127千円

R.1現年分



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

2

2

2

地方債

1,675

一般財源 01,676

1,825

0 1,826

①+②総事業費 0千円

②概算人件費

0千円

0千円

6,694千円

3,343千円 0千円 3,343千円

0千円 6,994千円 0千円

0千円 0千円

R.1繰越分 R.2現年分

3,651千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　　）

0

臨時職員等 0.97人

0.20人 0.20人

0.97人

担当部局名 担当室名 室長名 総務管理費 （小事業名）

名張市の自然豊かな生活環境や愛着のある地域性を子から孫そして次の世代へと、いつまでも繋い
でいくために、エシカル消費の意味を知っていただきます。

施 策

重点プロジェクト

市民部 市民相談室 中川　紀代美 地域振興費 エシカル消費に関する消費者教育推進事業

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画美しい自然に包まれ快適に暮らせるまち

環境負荷の少ない社会の創造

循環型社会

事務事業名 エシカル消費に関する消費者教育推進事業
会計区分 事業コード 024601
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

総務費 地方消費者行政強化事業

1492(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 1492

R.4年度(計画予算)

国の地方消費者行政強化交付金（1/2補助）を活用し、事業を行います。
エシカル（倫理的）消費の周知を図り、食品ロス・ごみゼロに関する知識の普及に努め、賢い消費者と
なる人材育成を目指します。

R.5年度(事業計画)

0

R.4年度(事業計画)R.3年度(事業計画)

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

0千円

0千円

0

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

・エシカル消費啓発工作教室の開催
（5回　教育センター週末教育事業と連携）122
名
・「買い物は世界や未来とつながっている」エ
シカル消費啓発講演会」の開催…41名
・とれたて！なばり、教育フォーラム等での啓
発活動及び意識調査…272枚回収
エシカル消費の認知率向上
　6.7%（H30）→19.1%（R1）
・コミュニティＦＭ放送での普及啓発放送…5回

エシカル消費啓発のための
　・工作教室の開催（5回予定）
　・講演会の開催
　・市のイベント等での啓発活動
　・コミュニティＦＭ放送での普及啓発放送

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

3,351千円

R.1現年分



(令和2年6月作成)

事務事業シート

款

項

目

１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要

2

2

2

地方債

258,314

一般財源（分担金） 1,590,6661,734,106

589,800

938,818

0 1,817,079

①+②総事業費 2,065,120千円

②概算人件費

0千円

0千円

1,972,110千円

238,004千円 0千円 282,233千円

0千円 3,627,930千円 2,065,120千円

216,140千円 216,140千円

R.1繰越分 R.2現年分

3,345,697千円

R.3年度(計画予算)

人
工
数

職員

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（手数料・諸収入）

0

臨時職員等 16.08人

22.00人 22.00人

14.28人

担当部局名 担当室名 室長名 （小事業名）

  資源循環型社会の構築を目指して、環境に配慮した安全かつ適正な廃棄物の処理を推進します。施 策

重点プロジェクト

伊賀南部衛生組合事務局 総務室 岡田　隆之 伊賀南部環境衛生組合一般会計

総
合
計
画

政 策 事業目的（めざす効果）

基本施策

事務事業に関連する市の計画

・第5次ごみゼロ社会を目指すアク
ションプログラム

美しい自然に包まれ快適に暮らせるまち

環境負荷の少ない社会の創造

循環型社会

事務事業名 伊賀南部環境衛生組合一般会計
会計区分 事業コード 007011

伊賀南部環境衛生組合一般会計 （中事業名）※予算書事業名

7011(R.1)No.

R.5年度(計画予算)

事業内容

(R.2)No. 7011

R.4年度(計画予算)

19.00人

15.00人

・組合事務の処理及び廃棄物処理施設を管理する。
・管内の燃やすごみ、燃やさないごみ、資源ごみを収集する。
・管内のごみをクリーンセンターで焼却処理と分別リサイクル処理をする。
・ごみ最終処分場を管理運営する。
・管内のし尿及び浄化槽汚泥を処理する。

・組合事務、廃棄物処理施設の
管理業務
・ごみ（可燃・不燃・資源）収集業
務
・最終処分場の施設管理業務
・し尿処理場の運営管理
・ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰの運営管理業務
・ストックヤード施設管理業務
・公債費

R.5年度(事業計画)

15.00人

19.00人

1,590,666

258,314

1,848,980千円

R.4年度(事業計画)

・組合事務、廃棄物処理施設の
管理業務
・ごみ（可燃・不燃・資源）収集業
務
・最終処分場の施設管理業務
・し尿処理場の運営管理
・ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰの運営管理業務
・ストックヤード施設管理業務
・公債費

・組合事務、廃棄物処理施設の管理業
務
・ごみ（可燃・不燃・資源）収集業務
・最終処分場の施設管理業務
・し尿処理場の施設管理業務
・ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰの運営管理業務
・ストックヤード施設管理業務
・公債費

R.3年度(事業計画)

1,848,980千円

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

2,065,120千円

216,140千円

15.00人

18.00人

1,590,666

258,314

1,848,980千円

R.1年度（事業量・取組実績） R.2年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

・組合事務、廃棄物処理施設の管理業務
　　7,761千円
・ごみ（可燃・不燃・資源）収集業務
　　422,802千円
・最終処分場の施設管理業務
　　17,229千円
・し尿処理場の運営管理業務
　　210,123千円
・ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰの運営管理業務
　　833,447千円
・ストックヤード施設管理業務
　　3,682千円
・公債費
　　239,062千円

・組合事務、廃棄物処理施設の管理業務
・ごみ（可燃・不燃・資源）収集業務
・最終処分場の施設管理業務
・し尿処理場の運営管理業務
・ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰの運営管理業務
・ストックヤード施設管理業務
・公債費
・リサイクル施設の復旧

①直接事業費

R.1年度（決算見込） R.2年度(作成時予算額)

H.30繰越分

1,734,106千円

R.1現年分


